
ノンボルマーク 

草
の
実
を
探
そ
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
c
き
「J
と
お
役
に
立
ち
ま
す
c
 

さ
わ
や
か
な
、
秋
風
の
中

へ
飛
び
出
し
た
、
十
人
の
自
然
ク

ラ
ブ
員
。
今
日
の
テ

ー
マ
は
、
「洋
服
な
ど
に
く
っ
つ
い
て
、
自

分
の
仲
間
を
増
や
す
、
く
っ
つ
く
草
の
実
を
探
そ
う
」
で
す
。
 

ョ
ゴ
ミ
や
、
力
ヤ
の
中
を
か
き
分
け
る
子
供
達
に
、
た
ち
ま

ち
く
っ
つ
く
金
平
糖
の
よ
う
な
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
。
く
っ
つ
き
そ

う
で
く
っ

つ
か
な
い
金
色
に
輝
く
、
細
長
い
し
っ
ぽ
の
よ
う
な

キ
ン
エ
ノ
コ
口
。
 
「く
っ
つ
く
、
く
っ
つ
か
な
い
」
子
供
達
は
、
 

も
っ
夢
中
で

す
。
 

（
飯
詰
小
学
校
）
 

／男Hへの子とるたち ／ 

平成 4年 
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前月比 

23 , GUi (+15) 
26 ,266 （一 2) 
19 、 	881 ニミ (+13) 
］6 , 	552 （十 1 7) 

男
女
計

世
 

広報
シンボルマーヲ
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毎
日
げ
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

町会
c
e

と
お
役
に
江
ち
ま
す

第
の
安
彦
採
ぞ
う

さ
わ
や
か
な
、
秋
風
の
中
へ
飛
び
出
し
た
、
十
人
の
自
然
ク

ラ
ブ
員
。
今
日
の
テ
ー
マ
は
、
「
洋
服
な
ど
に
く
っ
つ
い
て
、
自

分
の
仲
間
を
増
や
す
、
く
っ
つ
く
草
の
実
を
探
そ
う
」
で
す
。

ヨ
ゴ
ミ
や
、
力
ヤ
の
中
を
か
き
分
け
る
子
供
達
に
、
た
ち
ま

ち
く
っ
つ
く
金
平
糖
の
よ
う
な
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
。
く
っ
つ
き
そ

う
で
く

っ
つ
か
な
い
金
色
に
輝
く
、
細
長
い
し

っ
ぽ
の
よ
う
な

キ
ン
ヱ
ノ
コ
ロ
。

「
く
っ
つ
く
、
く
っ
つ
か
な
い
」
子
供
達
は
、

も
う
夢
中
で
す
。

(

飯
詰
小
学
校
)

明日への子どもたを

前月比

YJ 2 3 ， 6] 5 (+ 1 5) 
y: 26 ，266 I (ー 2)
，H 49 ，881 I (+13) 
111併数 16 ，552 (+17) 

(9月3011現在住民基本台帳)
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十
月
一
日
、
市
内
大
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
藤
吉
郎
で
、
市
の
活

性
化
に
貢
献
の
あ
っ
た
誘
致
企
業
四
社
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

麟
緋
麟
灘
釘
塾
難
融
難
駄散
嬢
難
製
留熱
秤
驚
 

麟
響
避
鷺
慧
織醸
麟
 

誘
致
企

業
四

社
を
表

彰
ー
 

こ
の
表
彰
は
、
県
内
で
も
初
 

で
、
今
回
が
第
一
回
目
と
な
り

め
て
の
、
市
が
制
定
し
た
も
の
 

ま
す
0
 

「地域のみなさんのおかげです」 

ホクエツの高橋さん 

左から 
高橋さん（ホクエツ五所川原工場）佐々木さん（森羽紙業）佐々木市長 
渡辺さん（津軽東芝音響）山中さん（日立東部セミコンダクタ） 

三五所川原市士覇山 

現
在
、
市
の
誘
致
企
業
は
一
一

十
社
で
す
が
、表
彰
の
対
象
は
、
 

当
市
に
立
地
し
、
引
き
続
き
十

年
間
経
済
活
動
を
続
け
、
市
の

産
業
構
造
の
高
度
化
、
拡
大
に

著
し
く
貢
献
し
て
い
る
誘
致
企

業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

第
一
回
目
の
表
彰
を
受
けた

企
業
四
社
を
紹
介
しま
す
。
 

〇
株
式
会
社
ホ
ク
エ
ツ
五
所
川

原
工
場
（
高
橋
 
潔
工
場
長
）
 

操
業
・
昭
和
四
十
「
犀
十
月
 

高
瀬
字
雲
雀
野
 

〇
森
羽
紙
業
株
式
会
社
（
佐
々

木
ぬ
豆
代
表
）
 

操
業
・
昭
和
四
十
六
年
八
月
 

姥
落
字
桜
木
 

〇
津
軽
東
芝
音
響
株
式
会
社
 

（
渡辺
洋
一
代
表
）
 

操
業
・
昭
和
四
十
八
年
十
月
 

吹
畑
字
皆
瀬
 

〇
日
立
東
部セ
IIIコ
ン
ダ
ク
タ

株
式
会
社
津
軽
工
場
（
山
中慶

次
製
造
部
長
）
 

操
業
・
昭
和
四
十
九年
一
月
 

漆
川
字
鍋
懸
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【
 

五所川原前主総d

ー
誘
致
企
業
四
社
を
表
彰
l

左から
高橋さん (ホク工ツ五所川原工場)佐々木さん (森羽紙業)佐々木市長
渡辺さん (津軽東芝音響)山中さん (目立東部セミコンタクタ)

十
月
一
目
、
市
内
大
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
藤
吉
郎
で
、
市
の
活

性
化
に
貢
献
の
あ
っ
た
誘
致
企
業
四
社
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
県
内
で
も
初

め
て
の
、
市
が
制
定
し
た
も
の

「地域のみなさんのおかげです」

ホクエツの高橋さん

で
、
今
回
が
第
一
回
目
と
な
り

ま
す
。

現
在
、
市
の
誘
致
企
業
は
二

十
社
で
す
が
、表
彰
の
対
象
は
、

当
市
に
立
地
し
、
引
き
続
き
十

年
間
経
済
活
動
を
続
け
、
市
の

産
業
構
造
の
高
度
化
、
拡
大
に

著
し
く
貢
献
し
て
い
る
誘
致
企

業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第

一
回
目
の
表
彰
を
受
け
た

企
業
四
社
を
紹
介
し
ま
す
。

O
株
式
会
社
ホ
ク
エ
ツ
五
所
川

原
工
場

(高
橋
潔
工
場
長
)

操
業

・
昭
和
四
十
三
年
十
月

高
瀬
字
雲
雀
野

O
森
羽
紙
業
株
式
会
社

(佐
々

木
ぬ
ゑ
代
表
)

操
業
・
昭
和
四
十
六
年
八
月

姥
活
字
桜
木

O
津
軽
東
芝
音
響
株
式
会
社

(渡
辺
洋

一
代
表
)

操
業
・
昭
和
四
十
八
年
十
月

吹
畑
字
皆
瀬

O
目
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

株
式
会
社
津
軽
工
場

(山
中
康

次
製
造
部
長
)

操
業

・
昭
和
四
十
九
年

一
月

漆
川
{
子
鍋
懸

2 



ハは寸さん 	佐女木市長 

r五所ノft原の4タHに廊っく 
～シンポジウムよご 

く津軽平野のへっちょ一五所川原フ ーェ I 一」vノ、ノンーーI / I / II II」ン I樹験 
辻
 
講
 
師
 

江渡さん 天内さん 毛内さん 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
、愛
 

L

〇
V
E

五
所
川
原
小
委
員
会
 

（
斎藤
英
明
委
員
長
）
主
催
に

よ
る
、
つ
が
る
平
野
の
へ
っ
ち

ょ
「
五
所
川
原
の
明
日
に向
っ

て
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
九月

ニ
十
九
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
 

ト
で
、
市
民
百
一
一
十余
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

辻
茂
氏
（
雇
用
促
進
事
業

団
高
度
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
所

長
）
の
講
演
、コ
干
一
世
紀
の

五
所
川
原
を
設
計
す
る
」
に
続

き
、
四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
、
辻
茂

氏
、
天
内
義
秋
青
矢

云
議
所
理
 

，
り
 

事
長
、
毛
内
嗣
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
会
長
、
江
渡
誠
子
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原

ク
ラ
ブ
会
長
と
、
ア
ド
バ
イ
ザ
 

ー
に
は
佐
々
木
栄
造
五
所
川
原

市
長
、
川
村
恒
儀
商
工
会
議所

会
頭
を
迎
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
電
光
掲
示
板
に
よ
り
、
 

モ
ニ
タ
ー
五
十
人
の
、
ア
ン
ケ
 

ー
ト
の
回
答
が
表
示
さ
れ
る
な

ど
、
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け

た
意
見
交
換
が
続
き
ま
し
た
。
 

小
委
員
会
で
は
、
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら

の
商
店
街
の
あ
り
か
た
を
、
更

に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
 

住みよいまちつくりのための 」（監岸狽」りI司臓〕1 割寧彫川柱埠りりりりi川りIiiルり横埠りじりりり臓｝Uり 

「21世紀五所川原市民会議」（地域集会）を開催します 
ふるさとづくりへの提言、農業問題、環境問題等、暮らしの中の問題について、自由に参加、発

言してください。 

、

＼
\
  

ロ
口
 

曜
日
 

時間 対象地区 ’開催場所 
\
 

 

日
  

曜
日
 

時間 対象地区 開催場所 

俺
J
 

月
 

，
％り
二×
×
二
淳
，
 
 

28 (*) 

10 : 00 
飯詰地区 

コミコ一ニテイー 
センター飯詰 

麟
響
 

1
1
1
 月
  

16 囲
  

10 : 00 
長橋地区 

コミュニテイー 
センター長橋 

13: 30 毘沙門 
地区 

毘沙門・長富 
コミコ一ニテイー 

センタ一 

13 】 30 
七和地区 

コミュニテイー 
センター七和 

29 困
  

10 : 00 
中川地区 

一
 

 、
く
ン
 

一
 
一
 

一
 

コセ
 
ュ

タ
 

テ中
 
イ

n
  17 因

  

10 : 00 
梅沢地区 

梅沢 
コミコ一ニテイー 

センター 

13 】 30 
三好地区 

コミコ一ニテイー 
センター三好 

13 : 30 
栄 地区 

コミコーニテイー 

センター栄 

30 (
)
 

 

10: 00 松島地区 
コミュニテイー 
センター松島 

18 困
  

10 : 00 
小曲地区 農村婦人の家 

13 】 30 五所川原 

（南） 

富士見 
コミコ一ニテイー 

センター 

13 】 30 五所川原 
（北） 

と
い
、こ
 

しコ
 
し
ュ
 
ま
ニ

セ
  

、
一
 
一
 

テ
ン
 
イ
タ
 

 

ョ
」
 

>
"
 

3
 

〈津軽平野のヘっちょ一五所川原〉

辻

E着

師

「五所川原の明日に向ってJ

~シンポジウム~

五
所
川
原
商
工
会
議
所
、
愛

L
O
V
E
五
所
川
原
小
委
員
会

(斎
藤
英
明
委
員
長
)
主
催
に

よ
る
、
つ
が
る
平
野
の
へ
っ
ち

ん

よ

「五
所
川
原
の
明
日
に
向
つ

ぷ

て

」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
九
月

島
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
|

ト
で
、
市
民
百
二
十
余
名
が
参

机
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内

辻
茂
氏
(
雇
用
促
進
事
業

天

団
高
度
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
所

ん

長
)
の
講
演
、
「
二
十

一
世
紀
の

泊

五
所
川
原
を
設
計
す
る
」
に
続

見

き

、
四
人
の
パ
ネ
ラ
l
、
辻
茂

氏、

一大
内
義
秩
青
年
会
議
所
理

事
長
、
毛
内
嗣
商
庖
街
振
興
組

合
連
合
会
会
長
、
江
波
誠
子
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原

ク
ラ
ブ
会
長
と
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
は
佐
々
木
栄
造
五
所
川
原

市
長
、
川
村
恒
儀
商
工
会
議
所

EE--く
会
頭
を
迎
え
て
の
パ
、
不
ル
デ
ィ

市

ス
カ
y
シ
ョ
ン
に
入
り
ま
し
た
。

味

ま
た
、
電
光
掲
示
板
に
よ
り
、

左

モ
ニ
タ
ー
五
十
人
の
、
ア
ン
ケ

l
卜
の
回
答
が
表
示
さ
れ
る
な

ど
、
商
庖
街
の
活
性
化
に
向
け

λ

た
意
見
交
換
が
続
き
ま
し
た
。

村

小
委
員
会
で
は
、
こ
の
シ
ン

ハ

ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら

の
商
庖
街
の
あ
り
か
た
を
、
更

に
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

d主みよ~!ωiまま巧る志bi{d7訪或3説;ム.EN.l託(~U(Jの立:たた:~めめAの川(JJl~JJμ1.'
;(j子い汀詳向司ゲ(o手伊色，布mパれ耐'1hii什o市r削討れ附f行17市が}';;1'(':

:畑;3誤捌畑i5湘畑3瑚吻糊nm糊糊i費痩醐世欝慨;鰻鰹嗣豪珊珊開閉刑削馴1Mn"柵!{q暢f隈f原肺薄暢帽!黒黒幣罵罵時時;余余余余常:とりと包iJ!?勢佐倉};閉山 開
ふ るさとづ く りへの提言、農業問題、環境問題等、暮らしの中の問題について、

言 してください。

発自由に参加、

¥ 日
日程

時 間 対象地区 ，開 催場 所 日
日程

時 間 対象地区 開催 場所
日 日

10 : 00 
飯詰地区

コミュニティー 10 : 00 
長橋地区

コミュニテ ィー
セ ンター飯詰 セ ンター長橋

28 (水)
毘沙門 ・長富

16 (月)
13 : 30 毘沙 門 13 : 30 コミュニテ ィー

地区
コミュニティー 七和地区

セ ンタ一七和センタ ー
10 11 梅 沢10 : 00 

中川地区
コミュニティー 10 : 00 

梅沢地区 コミュニティ ー
セ ンター中川 セ ンタ ー

月 29 (木) 月 17 !J¥l 
13 : 30 

ゴ好地区
コミ ュニテ ィー 13 : 30 

栄 地区
コミ ュニティー

セ ンターコ女子 センタ 一栄

10 : 00 松島地区
コミ ュニテ ィー 10 : 00 

小曲地区 農村婦人の家
センター松島

30 (釦
富士見

18 (桝
しきしま13 : 30 五所川原 13 : 30 五所川t原) 

(南)
コミュニティ ー

(オ コミ ュニティー
センタ ー セ ンター

3 



ー
 

し
ゆ
ん
 
り
よ

う
 

4
 

早
朝
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
 

（道
路
清
掃
）
作
戦
 

私

の
風
景
一
 

川 

川
柳
岩
木
吟社
 

守
 
谷
 

俊
 
亮
さ
ん
 

（
市
内梅
田
字
福
浦
三
十
三
ノ
ニ
）
 

「

道
 

藩
政
時
代
に
「下
之
切
通
り
」
 

と
呼
ば
れ
た
五
所
川
原
市
旧
七

和
・
長
橋
・
飯
詰
を通
り
小
泊

に
続
く
道
は
、今
歴
史
の
道と
 
 

」
 呼

ば
れ
、先
人
の
生
活
の
上
で
街

道
が
果
し
た
役
割
を
知
る
上
で

貴
重
な
遺
産
と
な
って
い
る
。・

今
は
昔
を
偲
ぶ
よ
す
が
は
な
い
 
 が

、承
応
の
道
程
帳
に
よ
れ
ば
、
 

金
山
村
よ
り
平
町
の
間
は
道
幅

は
二
間
、
三
間
で
登
小
坂
と
伝

え
ら
れ
、
 一里
塚
も
あ
っ
た
と

い
う
が
、
今
は
さ
だ
か
では
な
 

い
。
 

年
金
手
帳
は
、
初
め
て
国
民

年
金
や
厚
生
年金
に
加
入
し
た

と
き
に
交
付
さ
れ
ま
す
。こ
の

年
金
手
帳
に
は
、
加
入
し
た
制

度
の
記
号
番
号
、氏
名
、住
所
、
 

生
年
月
日
が
記
入
さ
れ
ま
す
が

記
号
番
号
だ
け
は
一
生変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

個
人
の
年
金
に
関
する
記
録

が
す
べ
て
こ
の
記
号
番
号
で
わ

か
る
よ
う
にな
「
て
お
り
、
将
 

,
 

九
月
二
十
七
日
の
日
曜
日
、
 

午
前
七
時
市役
所
建
設
部
の職
 

員
五
十
人
が
参加
し
て
の
、
ク

リ
ー
ン
ロ
ー
ド作
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
 

①
湊
・
寺
町線
、
岩
木
町
・
飯

詰
線
 
②
赤
、
い
り
ん
ご
の
並

木
道
 
③
田
川
・
三
ッ屋
線
と
 

「」の
日
集
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
 

2
ト
ン
車
一
台
と
な
り
ま
し
た
。
 

日
曜
日
の
早
朝
、
ど
う
も
「」
 

く
ろ
う
さ
ま
で
した
。
 

来
、年
金
を
請
求
す
る
と
き
や
、
 

相
談
、
照
会
の
際
に
年
金
手
帳

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

紛
失
し
た
ら
再
交
付
の
手
続

き
を
し
て
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
、氏
名

が
変
更
に
な
っ
た
と
き
も
忘
れ

ず
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
問
い
合
わ
せ
 

国
保
年
金
課
（
内線
二
五
八）
 
 父

母
に
叛
い
た
罰
は
避
け
ら
れ

ず
 

し
げ
る
 

時
移
り
人
が
変
れ
ど
母
の
愛
 

草
 
林
 

憲
法
に
踏
絵
踏
ま
せ
る
P
K
〇
 

あ
き
を
 

舞
台
裏
あ
る
日
鳥
に
覗
か
れ
る
 

野
泣
子
 

病
床
で
聞
く
宵
宮
の
遠
花
火
 

ふ
じ
や
 

善
人
に
あ
き
た
或
る
日
は
鬼
と

な
る
 

彩
 
人
 

登
校
拒
否
寝
顔
の
ま
ま
で
い
て

ほ
し
い
 

蛙
痴
郎
 

大
開
の
集
落
を過
ぎ
大
溜
池

を
右
手
に
、金
山
館
跡
と
呼
ば

れ
る
地
点
から
旧
道
と
別
れ
て

新
道
が
坂
道
を
形
成
し
、ゆ
る

や
か
な
下
り
に
な
り
、
平
町
を

底
に
ゆ
る
や
か
に登
り
訓
練
校

の
前
で
旧
道
と
一緒
に
な
る
。
 

こ
の
登
り
下
り
の
勾
配
が何
と

も
言
え
な
い
美
し
い
カ
ー
ブだ
。
 

二
五
〇
米
位
の
短
い距
離
で
あ

る
が
、
な
だ
ら
かな
こ
の
勾
配

は
何
処
を歩
い
て
も
見当
ら
な
 

ん
 
いと
思
う
0
私
の
五
所
川
原
八
 

さ

景
の
ー
つ
で
あ
る
。
 

芋
 
一
年
に
何
度
と
な
く
ス
ケ
ッ
 

は
 に
訪
れ
る
が
、
そ
の
度
に
愛着

チ
 
ー
ー
 

く
ー
ー
？
‘
一
二

ツ
 
が増
し
て
ゆ
く
不
思
議な
坂
道
 

”
 
であ
る
。
 

年
金
手
帳
』
ば
大
切
に
」
 

…私
の
風
景
一

「

道

L 

滞
政
時
代
に
「
ド
之
切
通
り
」

と
呼
ば
れ
た
五
所
川
原
市
川
ヒ

利
・
長
崎
・
飯
計
を
通
り
小
前

に
続
く
道
は
、
今
歴
史
の
道
と

呼
ば
れ
、
先
人
の
佐
川
の
ト
い
で
街

道
が
果
し
た
役
訓
を
知
る
k
で

貨
市
一
な
造
用
と
な
っ
で
い
る
0
.

今
は
廿
を
偲
ぶ
よ
す
が
は
な
い

j/~;'~' s~ 

⑩ 

...-
( てT
市
内

自谷
~ 

ーテ
福 4角 』
浦 I~ ん

十寓1
二孟 _，u ぅ

Zえ

が
、水
応
の
道
粍
帳
に
よ
れ
ば
、

合
山
村
よ
り
平
町
の
聞
は
道
幅

は
二
問
1
一一
司
問
で
笠
小
坂
と
伝

え
ら
れ
、

一
里
塚
も
あ
っ
た
と

い
う
が
、

A
7
は
さ
だ
か
で
は
な

大
聞
の
集
落
を
過
ぎ
大
溜
池

を
有
手
に
、
金
山
館
跡
と
呼
ば

れ
る
地
点
か
ら
旧
道
と
別
れ
て

新
道
が
坂
道
を
形
成
し
、
ゆ
る

や
か
な
下
り
に
な
り
、
平
町
を

底
に
ゆ
る
や
か
に
登
り
訓
練
校

の
前
で
旧
道
と

一
緒
に
な
る
。

こ
の
登
り
ド
り
の
勾
配
が
何
と

も
言
え
な
い
美
し
い
カ
l
ブ
だ
。

二
五

O
米
位
の
短
い
距
離
で
あ

る
が
、
な
だ
ら
か
な
こ
の
勾
配

は
何
処
を
歩
い
て
も
見
当
ら
な

ん
い
と
思
う
。
私
の
五
所
川
原
八

回
最
の

一
つ
で
あ
る
。

明

一
年
に
何
度
と
な
く
ス
ケ
ッ

刊
に
訪
れ
る
が
、
そ
の
度
に
愛
者

ツ
が
用
し
て
ゆ
く
不
思
議
な
坂
道

け
で
あ
る
。

早
朝
ク
リ
ー
ン
ロ
l
ド

(道
路
清
掃
)
作
戦

九
月
三
十
七

H
の
け
附
け
、

午
前
ヒ
時
市
役
所
建
設
部
の
職

以
有
十
人
が
参
加
し
て
の
、
ク

リ
ー
ン
ロ

l
ド
作
戦
が
民
間
さ

れ
ま
し
た
。

①
一湊
・
寺
町
線
1
岩
木
町
・
飯

一
前
線
②
赤
1
い
り
ん
ご
の
並

木
道
③
田
川

・
一二
ツ
屋
線
と

こ
の
円
集
っ
た
ゴ
ミ
の
吐
は
、

2
ト
ン
車
一
台
と
な
り
ま
し
た
。

日
曜
日
の
早
朝
、
ど
う
も
ご

く
ろ
う
さ
ま
で
し
た。

『
年
金
手
帳
』
は
大
切
に

年
金
手
帳
は
、
初
め
て
凶
民

年
金
や
州
生
年
金
に
加
入
し
た

と
き
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

年
金
手
帳
に
は
、
加
入
し
た
制

度
の
記
号
番
号
、
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
が
記
入
さ
れ
ま
す
が

記
号
番
号
だ
け
は

一
生
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん。

個
人
の
年
金
に
閲
す
る
記
録

が
す
べ
て
こ
の
記
号
番
号
で
わ

か
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
将

米
、
年
金
を
請
求
す
る
と
き
や
、

相
談
、
照
会
の
際
に
年
金
手
帳

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

紛
失
し
た
ら
再
交
付
の
手
続

き
を
し
て
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
、氏
名

が
変
更
に
な
っ
た
と
き
も
忘
れ

ず
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
諜
(内
線
二
五
八

圃

圃

4 

川
柳
岩
木
吟
社

父
母
に
叛
い
た
罰
は
避
け
ら
れ

ず

し

げ

る

時
移
り
人
が
変
れ
ど
母
の
愛

草

林

憲
法
に
踏
絵
踏
ま
せ
る
P
K
O

あ
き
を

舞
台
裏
あ
る
日
烏
に
覗
か
れ
る

肝
泣
子

病
床
で
聞
く
宵
宮
の
逮
花
火

ふ
じ
ゃ

善
人
に
あ
き
た
或
る
円
は
鬼
と

な

る

彩

人

登
校
拒
丙
寝
顔
の
ま
ま
で
い
て

ほ

し

い

蛙

痴

郎議dた



今
回
僕
達
の
行
っ
た
所
は
新

竹
市
と
い
う
所
で
台
湾
の
北
方

に
位
置
し
て
い
て
、
気
候
は
日

本
に
比
べ
て
大
変
暑
い
所
で
し

た
。
こ
の
市
は
日
本
で
い
え
ば

筑
波
の
よ
う
な
文
化
工
業
都
市

に
な
ろ
う
と
開
発
し
て
い
る
最

中
で
、
非
常
に
将
来
性
の
あ
る

街
で
し
た
。
 

人
々
は
と
い
う
と
、
心
が
と

て
も
温
か
い
と
感
じ
ま
し
た
。
 

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
で
は
言
葉
は

通
じ
な
い
の
で
、
見
ぶ
り
手
ぶ

り
と
、
わ
ず
か
な
漢
字
と
か
た

こ
と
の
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 

ー
シ
ョ
ン
で
す
。
 

そ
の
日
、
会
っ
た
ば
か
り
の

僕
達
に
英
会
話
の
本
を
出
し
て

来
て
、
ペ
ー
ジ
を
開
き
、
指
さ

し
て
、『自
分
達
の
家
の
よ
う
に

使
っ
て
下
さ
い
い
と
伝
え
て
く

れ
て
部
屋
へ
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ気
を
 

使
っ
て
く
れ
て
、
一
百
し
か
ホ
 

ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
な
か
っ
た
け

ど
、
人
々
の
優
し
さ
に
触
れ
て

感
動
し
ま
し
た
。
 

話
は
変
わ
っ
て
、
僕
達
が
見

学
し
た
所
は
一
般
市
民
が
普
通

で
は
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
台

湾
の
英
雄
が
杷
ら
れ
て
い
る
所

や
、
そ
の
休
憩
所
、
あ
の
有
名

な
孔
子
と
そ
の
弟
子
達
の
位
牌

が
収
め
ら
れ
て
い
る
孔
子
廟
、
 

新
竹
県
に
あ
る
日
本
で
い
え
ば

県
の
自
民
、
社
会
党
の
主
席
に

あ
た
る
国
民
党
、
民
主
進
歩
党

の
主
席
に
会
い
に
行
っ
た
り
と

日
本
に
居
て
は
絶
対
出
来
な
い

よ
う
な
体
験
を
沢
山
し
て
来
ま

し
た
。
 

青
矢

云
議所
の
人
達
と
市
役

所
の
人
達
に
も
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
終
了
し
た
今
回
の
研
修

旅
行
は
、
貴
重
な
体
験
で
学
ぶ

所
が
多
く
、
と
て
も
い
い
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
 

台
湾
研
修
報
告
 
O
 

「数
々
の
体
験
に
学
ぶ
」
 

五
所
川
原
第

一
高
等
学
校
ニ
年
 

山
  
川
 
公
 
人
 

ーョj！」ョ加動“、 
囲
五
所
川
原
青
年
会
議
所
（天
内
義
秋
理
事
長
）主
催
の
「
リ

ス
ト
ラ
ー
G
ニ
十
一
」
（
五
所川
原
を
再
び
活
力
あ
る
ま
ち
に
）
 

の
大
会
で
第
一
位
と
な
り
、
み
ご
と
、
台
湾
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

を
手
に
し
た
、
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校の
皆
さ
ん
が
、無
事
、
 

台
湾
研
修
の
旅
を
終
え
て
帰
国
しま
し
た
。
そ
の
報
告
を
、
五

回
（
五
人
）
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。
 

同行の白川くんと 

5
 

九
月
二
十
日
、
東
京
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
に
於
て
行
わ
れ
た
、
 

グ
ロ
ス
マ
ン
賞
コ
ン
テ
ス
ト
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
主催
日
填
穿
 

ー
ス
ト
リ
ア
》
文化
協
会
）
で
、
 

五
所
川
原
合
唱
団

（
笹
昭
夫団

長
）
四
十
名
は
、
成
人
の
部
第

二
部
（
構
成
人
員
二
十
六名
以

上
）
で
、
最
高
の
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
合
唱
団
は
、
昭
和

二
十
八
年
に
発
足
、
県
内
で
現

存
す
る
合
唱
団
と
し
て
は
最
も

古
く
、
十
年
以
上
、
東
北
大
会

で
入
賞
し
て
い
る
混
声
合
唱
団

で
す
。
 

来
年
は
、
い
よ
い
よ
四
十
周

年
を
迎
え
、
益
々
そ
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

右
、
団
長
 

笹
 
昭
夫
さ
ん

左
、
指
揮
者
：
‘坂
崎
隆
浩
さ
ん
 

   ／五所川原合唱団 ） 

金賞にかがやく 

グロスマン賞コンテスト 

合唱コンクールー 

/五所川原合唱団

金 賞 にかがやく

‘ミ也

、ι‘'
ーグロスマン賞コンテスト

合唱コンクール-

九
月
二
十
日
、
東
京
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
に
於
て
行
わ
れ
た
、

グ
ロ
ス
マ
ン
賞
コ
ン
テ
ス
ト
合

明
コ
ン
ク
ー
ル
(
主
催
日
填
《
オ

ー
ス
ト
リ
ア
》
文
化
協
会
)
で
、

五
所
川
原
合
唱
同
(
笹
昭
夫
団

長
)
四
十
名
は
、
成
人
の
部
第

二
部
(
構
成
人
員
二
十
六
名
以

上
)
で
、
品
高
の
金
貨
を
受
賞

し
ま
し
た
。

五
所
川
原
合
唱
団
は
、
昭
和

二
卜
八
年
に
発
足
、
県
内
で
現

存
す
る
合
唱
団
と
し
て
は
最
も

古
く
、
十
年
以
卜
.
、
東
北
大
会

で
入
賞
し
て
い
る
混
声
合
唱
団

で
す
。来

年
は
、
い
よ
い
よ
四
十
周

年
を
迎
え
、
益
々
そ
の
活
路
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

右、

団
長
:
:
:
笹
昭
夫
さ
ん

左、

指
揮
者
・
:
坂
崎
隆
浩
さ
ん

「数
々
の
体
験
に
学
ぶ
」

〆d蜘t包f1l'1>.

五
所
川
原
第

一
高
等
学
校
二
年

山

川

公

人

制
五
所
川
原
青
年
会
議
所
(天
内
義
秋
理
事
長
)主
催
の

「リ

ス
ト
ラ
l
G
二
十
一

」
(
五
所
川
原
を
再
び
活
力
あ
る
ま
ち
に
)

の
大
会
で
第

一
位
と
な
り
、
み
ご
と
、
台
湾
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

を
手
に
し
た
、
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
が
、
無
事、

台
湾
研
修
の
旅
を
終
え
て
帰
国
し
ま
し
た。

そ
の
報
告
を
、
五

回

(五
人
)
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

同行の白J¥¥くんと

今
回
僕
遠
の
行
っ
た
所
は
新

竹
市
と
い
う
所
で
台
湾
の
北
方

に
位
置
し
て
い
て
、
気
候
は
日

本
に
比
べ
て
大
変
暑
い
所
で
し

た
。
こ
の
市
は
日
本
で
い
え
ば

筑
波
の
よ
う
な
文
化
工
業
都
市

に
な
ろ
う
と
開
発
し
て
い
る
最

中
で
、
非
常
に
将
来
性
の
あ
る

街
で
し
た
。

人
々
は
と
い
う
と
、
心
が
と

て
も
温
か

い
と
感
じ
ま
し
た
。

ホ
l
ム
ス
テ
ィ
先
で
は
言
葉
は

通
じ
な
い
の
で
、
見
ぶ
り
手
ぷ

り
と
、
わ
ず
か
な
漢
字
と
か
た

こ
と
の
英
語
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。

そ
の
日
、
会
っ
た
ば
か
り
の

僕
達
に
英
会
話
の
本
を
出
し
て

来
て
、
ペ
ー
ジ
を
聞
き
、
指
さ

し
て
、
『
自
分
遠
の
家
の
よ
う
に

使
つ
で
下
さ
い
d

と
伝
え
て
く

れ
て
部
屋
へ
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
気
を

使
っ
て
く
れ
て
、

二
日
し
か
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
な
か
っ
た
け

ど
、
人
々
の
優
し
さ
に
触
れ
で

感
動
し
ま
し
た
。

話
は
変
わ
っ
て
、
僕
達
が
見

学
し
た
所
は
一
般
市
民
が
普
通

で
は
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
台

湾
の
英
雄
が
杷
ら
れ
で
い
る
所

ゃ
、
そ
の
休
憩
所
、

あ
の
有
名

な
孔
子
と
そ
の
弟
子
遥
の
位
牌

が
収
め
ら
れ
て
い
る
孔
子
廟
、

新
竹
県
に
あ
る
日
本
で
い
え
ば

県
の
自
民
、
社
会
党
の
主
席
に

あ
た
る
国
民
党
、
民
主
進
歩
党

の
主
席
に
会
い
に
行
っ
た
り
と

日
本
に
居
で
は
絶
対
出
来
な
い

よ
う
な
体
験
を
沢
山
し
で
来
ま

し
た
。青

年
会
議
所
の
人
達
と
市
役

所
の
人
達
に
も
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
終
了
し
た
今
回
の
研
修

旅
行
は
、
貴
重
な
体
験
で
学
ぶ

所
が
多
く
、
と
て
も
い
い
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。.永
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演題 

「宇宙からのメッセージ」 

講師 秋 山 豊 寛氏 
（日本で初めての宇宙飛行士） 

10月22日（木） 午後 6 時30分 

五所川原市民文化会館（入場無料） 

五所川原市連合PTA 

五所川原市教育委員会 

財団法人五所川原市自治振興公社 

五所川原市役所職員互助会 

ン協賛 ATV青森テレビ 

レ講師プロフィール 

1942年 6 月22ト l 東京都生まれ。 

国際キリスト教大学卒業。 

1966年TBS 東京放送入社。1967年～1970年 

までイギリス’BBC放送に出向。 

1984年からワシントン支局長となり 4 年間ワ 

シントン生活。 

1990年12月 2 日から12月10日まで宇宙特派員 

として日本人では初めて、ジャーナリストと 

しても世界初の宇宙飛行を経験した。 

現在TBS 東京放送報道局次長。 

瞬ー ふるさとの明日をひらく 

「  第22 青森 
第2回青森県民文化祭参加 

青森県民俗芸能大会 

しょう 

画家・版画家 浅 川 祥 作品展 

レとき 10月 1日～10月31日 （日曜日は休み） 

レところ 野村功周F店（市内本町） 

レ略歴 昭和37年五所川原市敷島町生まれ。 

東京阿佐ケ谷美術学校卒業。 パリ銅版画アトリエに

て、ウイ リアム・ぺーター氏に自li事。フランス、ア

ンスティテュー 「トラス展」 入選。 「ョーロッパ若

手アーティストコンクール」 入選。 

、秋の青少年健全育成全国強調月間 ノ 
～青少年の非行防止は あなたが主役～ 

ト運動期間 平成 4 年11月 1日～11月30日

ト重点目標 

~ 	①青少年の社会参加活動の推進 

、 	（②）健全な家庭生活の普及促進 

③職場における青少年育成活動の促進 

●五所川原市青少年問題協議会 

●五所川原市少年指導委員協議会 

●五所川原市学校警察連絡協議会 

●五所川原地区更生保護婦人会 

・五所川原市連合PTA 

●五所川原i11少年相談センター運営協議会 

●五所川原地区青少年健全育成推進員協議会 

●五所川原少年補導協力員連絡会 

●五所川原地区防犯協会 

●五所川原市総合サービス課 

青森県内（今年度は、西北五地方を中心） に

伝承される民俗芸能を広く一般に公開し、その

鑑賞をとおして民俗芸能の理解と認識を深め、 

無形民俗文化財の保存伝承を図るものです。 こ

の機会に、民俗芸能に接してみてください。 

レとき 平成 4 年10月25日（日） 

午前10時開I寅（ 9 時開場） 

レところ 五所川原市民文化会館 

レ入場料 無料 

レ演 目 

●ネブタ噺l子（深浦ネブタ唯子保存会） 

●御慶山踊り （岩崎村御慶山踊り保存会） 

●富士見小学校5師子一舞（富士見小学校西中野獅子舞） 

●糸岡おこしはやし（小泊村網おこしはやし保存会） 

●鬼沢獅子踊り （鬼沢獅子踊り保存会）  

●十三の砂山踊り （十三の砂山保存会） 

●津軽三味線の曲弾き、津軽あいや節手踊り

津軽よされ節手踊り、五所川原甚旬踊り（西

北五民俗芸能連合会） 

●縄文新田唯子（荒吐会） 

●弥三郎節（弥三郎節保存会） 

●金ケ沢鶏舞（金ケ沢鶏舞保存会） 

●なにもささ踊り （中里町なにもささ保存会） 

・鯵ク沢甚句・く どき（鯵ケ沢町無形文化財保存会） 

●浅井獅子（鹿）踊り （浅井獅子舞保存会） 

レ主催 青森県教育委員会 

五所川原市教育委員会 

ン後援 西北五民俗芸能連合会 

出演団体の所属町村教育委員会 
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画家・版画家浅川 祥作品展
c>とき 10月 111- 101J31rl (1IIWI-1はイ木み)

c>ところ 野村卵排底(市内本~IJ)

c>略歴 II({利37{1二 11.所川原市敷島IIIT生まれ。

J.RJ;-f阿佐ヶ谷美術学校卒業。パリ銅版l国アトリエに

で、ウィリアム ・ベータ一氏に(¥lII'芥。フランス 、ア

ンスティテュー「卜ラス展」人選。 rヨーロッパ荷

予アーテイストコンクール」人選。

(秋の青少年健全育成金園強調月間 )
~青少年の非行防止は あなたが主役~

砂運動期間 平成 4{I三11月 111 - 111130日

砂重点目標

①百少年の社 会参加活動の惟進

② 健令な家庭生活のう伴及促進

③職場における占少年行成活動の促進

・五所川 原市存少年間組協議会

-fi所川原市少年指導委員協議会

・五所川原市学校符察述絡協議会

・ 江戸斤川 原 地区更生保護仏，r人 会

・μ所川原市連合PTA

- [j_所川原市少年相J炎センタ一連蛍協議会

・ LI.所川原地区青少年健全育成推進日協議会

・ 尺所川原少年補導協力員連絡会

・五所川原地区防犯協会

-liP.斤川原市総 合サービス諜

車 ..kb!.ラ チ

チぴ議〓
演題

1 5:!r;::i:;tム ~ ~J ゐT由かりのメ yセーン」

講師秋 山豊寛 氏
(日本で初めての宇宙飛行士)

1>日時 10JJ22l1(木) 午後 611キ30分

1>場所 li.li，斤川原市民文化会館 (入場 無 料 )

b主催 li所川原di.i!j!介 PTA

Ji.IIlr川原市教育委員会

l!{同法人Li.rilr川原市自治振興公社

Ii.所川原市役所職員立助会

1>協賛 ATV，'"r-元気テレビ

1>講師プロフィ ール

1942iド6JJ 22日 米点打|けさまれ。

国際キリスト 教大学年業。

1 966ij'-T B S点Jrt欣送入社。1967il二-1970iド

までイギリス BBC放送lこ1111.向。

1984iドからワシントン支局長となり 4fドIHIワ

シントン'ti吊。

1990iド12JJ211から 12JJ 1011まで宇宙特派員

として 11本人では初めて、 ジャーナ リスト と

しても世界初の宇宙飛行を経験した。

現ィ宅 TBs*~;r放送報道局次長。

同開閉ふるさとの明日をひらく -第2回青森県民文化祭参加マボ初

出山第 22回 i青森県民俗芸能夫会ι回

青森県内 (今年度は、1m--1ヒ丘地方 を中心) に

伝 j]kされる民俗芸能を広く 一 般に公開し、その

鑑 賞 をとおして民俗芸能 の理解と認識を深め 、

無形民俗文化財の保存伝不を阿るもの です。こ

の機会に、民俗 芸能に接してみでくださし、。

c>とき 平成 4年 10月2511(口)

午前10時間演 (9時間場)

c>と ころ 五所 川原市民文化会館

c>入場料 無料

c>演目

・ネブタ醜子(深浦ネブタ曜子保存会)

・御慶山踊り (岩崎村御庭山踊り保存会)

・富士見小 学校 5f:jp子舞(富士見小学校凶rrU獅子舞)

・1冊おこしはやし(小泊村網あ、こしはやし保作会)

・鬼沢獅 子 踊り(鬼沢獅子 踊り保存会)

-1.三 の 砂 山il日り (卜三の砂山保存会)

-i幹事差三 味線の曲目ljfき、津 軽 あいや節手踊り

津 軽 よ さ れ 節 手 踊 り 、Ii所川原甚句踊り(内

北 五 民 俗 芸 能 連 合会)

-，flll文新田嚇子(荒川 会)

・弥 三 郎 節 ( 弥三 郎節保存会)

・令ケ沢知舞 (令ケ 沢鶏舞保存会)

・ なにもささ:ff~り(中巴町なにもささ保存会)

・鯵 ケ 沢 弘:句 ・くどき(鯵ケ沢田T無形文化財保存会)

・浅井獅子(鹿)踊り (浅井獅子舞保存会)

c>主催 青 森 県 教 育 委 員 会

五 所川 原市 教育 委員 会

c>後援 西 北 五 民 俗 芸 能 連 合 会

出演団体の所属町村教育委員会
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コミュニティカレッジ（地域振興大学）開設 

今回の講座は、実際にパーソナルコンピュー 

タの操作方法等を学てJぐます。 コンピュータは初 

めてという人も積極的にご参加下さい。 

ン開設期間 10月 3 日～12月19日までの土曜日 

9 日間（午後 2時～ 5時まで） 

レ場所 青森職業訓練短期大学校（市内飯詰） 

レ募集人員 12メ、（定員になり次第締め切り） 

D費用 3,000円（テキスト代等） 

ン申し込み締め切り 10月23日（金） 

レ申し込み先 市教育委員会社会教育課 

（胃35-2111 内線248・250) 

回数 月 	日 講 	座 	内 	容 

10月 3 日 開 	講 	式 

1 10月 3 日 
〈パーソナルコンヒュータ入門〉 

2 10月24日 

3 11月 7 日 〈一太郎ver4 .3の基礎編 I> 

4 11月14日 〈一太郎ver4.3の基礎編H) 

5 11月21日 〈一太郎ver4 .3の実用編〉 

6 11月28日 情 報 施 設 見 学 

7 12月 5 日 〈花子ver2の基礎編 I> 

8 12月12日 〈花子ver2の基礎編H＆実用編〉 

9 12月19日 〈一太郎ver4 .3と花子ver2の応用〉 

12月19日 閉 	講 	式 

平成 4年度（第32回）五所川原市民総合文化祭鱗諮鰐り 
月 日寺 間 会 場 行 	 事 団 	体 	名 

10月 4 日 10 : O0-17 : 00 中 央 公 民 館 第 29 回 県 下 川 柳 大 会 川 柳 岩 木 吟 社 

10月25日 8 : 00-17 : 00 'I 第 32 回 県 下 俳 句 大 会 五 所 川 原 俳 句 会 

10031 H者冒 9 : 00---17 : 00 
, 

万 
第 32 回 菊 花 大 会 五 所 川 原 晩 香 会 
盆 栽 	展 	示 	会 五 所 川 原 盆 栽 会 

11月1日～3日 10 : 00-17 : 00 ガ 書 道 	展 	示 	会 五 所 川 原 書 道 会 

11月1日～4日 9 : 00-16 : 00 万 市老人クラブ趣味の作品展示会 五所川原市老人クラブ連合会 

1
 
I
 

口
］
日
 

月
、
 

2
3
  

9 : 00-16 】 00 '
1
 

 

盤 景 	展 	示 	会 五 所 川 原 紫 操 会 
絵 画 	展 	示 	会 五所川原チャーチル会 
木 彫 作 品 展 示 会 趣味の木彫 （柴交会） 
染 色 	展 	示 	会 染 	色 	研 	究 	会 
絵 画 	展 	示 	会 光 	 彩 	会 
ち ぎ り 絵 作 品 展 示 会 和 紙 ち ぎ り 絵 貴 装 
簾 作 品 展 示 会 藤 手 芸 趣 味 の 会 

華 道 	展 	示 	会 

華 	道 	池 	坊 
華 	道 	遠 	州 	流 
華 	道 	小 	原 	流 
華 	道 	龍 	生 	派 

11月 3 日 10 : 00---15 : 00 Ii 市 民 	茶 	会 
茶 	道 	表 	千 	家 
茶 	道 	裏 	千 	家 
茶 	道 	遠 	州 	流 

11月 3 日 

10 : 00-11 : 00 

I, 

箪 曲 	（琴） 	発 	表 	会 松 	葉 	 会 
11: 0O-11 : 50 民 謡 	発 	表 	会 五 所 川 原 民 謡 協 会 
13 : 00--14 : 00 津 軽 三 味 線 発 表 会 津 軽 三 味 線 滝 栄 会 
14 : 00---15 : 00 詩 吟 	発 	表 	会 五 所 川 原 吟 詠 会 

11月 3 日 18 : 00-21 】 00 " 謡 曲 	大 	会 五 所 川 原 宝 生 会 
11月 3 日 9 S 00-16 : 00 " 洋 裁 	展 	示 	会 洋 	裁 	教 	室 
11月 4 日 14 : 00-16 : 00 " 舞 踊 	発 	表 	会 綾 	扇 	 会 
11月 5 日 13 5 00-16 : 00 集合場所市中央公民館 市 内 文 化 碑 め くJ り 五所川原市文化振興会議 

11月 8 日 
10 : 00-12 : 00 中 央 公 民 館 植 物 研 究 発 表 会 津 軽 植 物 の 会 

8 : 30-'--17 : 00 " 第 32 回 県 下 短 歌 大 会 五 所 川 原 短 歌 会 
12月20日 12 : 00--15 : 00 市 民 文 化 会 館 音 楽 	発 	表 	会 五所川原音楽サークル 
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つコミュニティカレッジ(地域振興大学)開設

第7回防火ゲートボール大会

今川の~4If.Hf.は、実際にパーソナノレコンビュー

タの 操作方法等を学びま す。 コンピュータは初

めてという人も航倒的にご参加ドさい。

じ>開設期間 10n 3 IJ ~12n 191-1までの円以 rl

9 11/日/ ('1'後 211.'f~ 511~fま で)

仁〉場所 -I'f森職業訓練)_~UlJ/大学校(rIi 1人j飯請)

b募集人員 12人(定員になり次第締め切り)

仁>費用 3，000/1/ (テキストイ℃等)

じ>申し込み締め切り lO)J 231-1 (令)

じ〉 申し込み先 111教育委以会社会教育1深

(宮 35-2111 内線248・250)
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"'/数; 月 /1 ~I/í: J'也 内 f{. 

10バ3/1 日付 ~~長L ]:1:: 

1 10月 3il 
(ノ、ーソナノレコンヒュータ入門)

2 10) 124/1 

3 11パ7/1 (_. .kU/iver4. 3の)!{，齢制 [> 

11月1411 (一λ;良/iver4.3の基礎編 n>

5 11片21LI (一太郎ver4.3の実用編)

6 11月28n 情報 施設 凡乍 :

7 12月5日 (，，/1:: (-ver2のJ-，l5礎編 [> 

8 12月12/:1 (-/E子ver2の基礎*，ffij日&実用編)

9 12月1911 (一太郎ver4.3と11::子ver2の応用)

12月19I1 b¥'-I HーjTCト 式

¥
l
l
j/
 

で
ぞ

せ
う

わ
ど

ん
合

さ
い

な
誘《内平成4年度(第32回)五所川原市民総合文化祭

11 H、t
" = ら〉 T丁 、r f本 <1'， 

10)1411 10 : 00~17 : 00 '1' !k 公 LI': ftn 節目 1"1 v，¥下 川柳大 会 }II 杉H イ寸 木 l吟 十|こ

10月2511 8: 00~17 : 00 1/ 第 321"1 以 下 俳 hJ大 会 五 BT川以俳 句会

3101月il ~\1よ11 1 9 : 00~17 : 00 1/ 
;:n 32 Inl 菊花大 会 五 所川1 J.息晩干写会

盆 -fJ( !民 巧ミ コ4〉=‘ 五 所川以主主技 会

11月 111 ~3 日 10 : 00~17 : 00 1/ 
L' 道 展 ノIミ ι 二E玉三 五 所川原 -Il}: 道会

llf11 R ~4 日 9 : 00~16 : 00 1/ 市左人ク ラブ白趣味の作J?J:提示会 五所川原市老人クフブ連合会

重症 H主 万三ミ ZA  EZC 五 所川 JJit 紫 傑会

絵 jjIjj 且生 乃て A ZE三 l工所川原チャ チノレ会

木彫作品展示 会 趣味の木彫(柴交 会)

染 色 !設 /Tミ 品Z三 認を 色 砂f ，ノy、し空
ムてZス

11)1 2 11 
絵 画 E生 ノlく 4zb== 、 }、七 彩 dコE5hZ; 

9:00~16:00 1/ ち ぎり絵 作 rIlJ展示 会 干11紙ちぎり 絵武装
~ 311 

篠 作 ロロ口 }JJ誌 〆]ミ ぷ3〉=. 勝 手芸趣味の会

草ー 道 池 坊

I戸 道 担基 ノrミ :i'.二， 有主 百 、地出主 )+1 
羽流t 当圭 j京

当主 1 百E 生 派

~ Ji( 下 吉区

11)1 311 10 : 00~ 15 : 00 1/ LI': 11宅 43E会， 舟E 川1 衷 下 家

J符 迫 遠 州、| 流
10 : 00~1l : 00 会存 曲 (琴) ヲE 友会 4公 』長 τ4z〉zz、

11月 3I1 
11 : 00~11 : 50 

1/ 
民 2重 づE 表 4Z3コZ、 五所 川原民 謡協会

13 : 00~14 : 00 i1!経 味線発表 会 津軽 一 味 線 沌 栄 会
14 : 00~ 15 : 00 d 11今 ヲE 主主 品コ" 五所 川 原 l吟詠会

11)J 3 I1 18 : 00~21 : 00 1/ ;t語 凶1 六 4 2コて 五所 川 j京宝生会

11)1311 9 : 00~16 . 00 1/ i1 占t Jf主 イミ コdE〉S恥E i'F 裁 教 室

11)ー14n 14 : 00~16 : 00 11 1型F 前日 ヲE 主主 コ4cミz‘ 綬 h~ 4z〉=ζ‘ 

llJl5H 13 : 00~16 : 00 集合場mdi中央公民館 E11E 7 内文化碑めぐり Ji所川派 市 文化振興会議

11凡 8LI 
10 : 00~12 : 00 中央公氏古n 物 研究発表 会 パ主 1蚤植 物 の 会
8 : 30~17 : 00 1/ 第 321"1 y~ F短歌大会 五所 川 原短歌会

12月20日 12 : 00~ 15 : 00 市民 文化会 官!i 背 楽 ヲ査 表 ムコE三 五所 川 原 背 楽 サ クノレ
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粗大ゴミの収集をします 
「みんなの消費生活展」 

が開かれます 
会期と会場 

収集月日 収 集 区 域 申し込み
締め切り 

11月 6日 旧市内、湊、湊団地 11月 2日 

11月 9日 
若葉、松島町（吹畑含む）、 
みどり町、雇用促進住宅， 

11月 5日 

11月16日 
七和、梅沢、長橋（興隆）、 
栄、松島 

11月12日 

11月19日 
飯詰、毘沙門、三好、中川 

（桃崎）、長富 
11月16日 

~ ン出してもよい物1 汚乞濯機、 I令蔵庫、テレビ、 
' 

ジュータン、机、空ドラム缶、 自転車、石油 

ストーブ、 スノーダンプ 

＞出せない物 リヤカー、農機具、バイク、 ホ 

ームタンク、古タイヤ 

ン申し込み 保健環境課（内線269番） 

ン粗大ゴミには名札をつけてください。 （申告 

と名札のない物は、」収集しません。） 

レ各家庭からの粗大ゴミは 3個までとします。 

I反集日の朝 8時まで出してください。 

「住みよい環境をつ〈る」 
市内小・中学生徒の作品展 

レ期 間 10月16日～18日まで 

）ところ 中三デパート 6階ホール 

手7ラタル交換機への NTT 
切替え工事のおしらせ五所川原支店 

NTT五所川原支店では、従来のアナログ交

換機からディジタル交換機への切替工事を行い

ます。切替工事は、電話のご利用の少ない時間 

帯に行いますが、切替時，概ね 5分程度通話に 

支障をきたすことがあるため、この時間帯は電 

話のご利用をさけていただくよう、ご協力下さ 

レ、。 
1.切替日時 平成4年11月14日（土午前3時00分 

2．切替場所 NTT五所川原支店 

（五所川原市字上平井町102) 
3，切替市内局番 34局、35局 

4.切替回線数 約16,500回線 

5．交換機名 D70形ディジタル交換機 

レ問い合わせ NTT五所川原支店 営業担当 

合 0173-35-1110 

開催地 会 	期 会 	場 

五所川原市 
10月23日～10月25日 

(3日間） 中三百貨店 

消費者問題についての理解を深めるために、 

県、市、消費者団体などが協力して「みんなの

消費生活展」が開かれます。 

今年度は「地球はひとつ 消費を見直そう」 

をテーマに、会場において、パネル展示による

消費者問題の啓発、苦情相談の受I寸、消費者［司

体の工夫をこらした内容で開催いたします。 

みなさんのご来場をお待ちしています。 

ン問い合わせ 

総合サーピ、ス課（内線281) 

第12回五所川原市 

少年の主張発表大会 

明日を担う小’了：生・中学生の少年たちが、家

庭生活・学校生活及び地域社会のふれあいの中

で、日ごろ考えていることを発表する大会です。 

市民のご来場をお待ちしています。 

・日 時 平成4年11月6日（金）午後1時～ 

・場 所 働く婦人の家（3階ホール） 

・入場料 無 料 

・問い合わせ 総合サービス課 

（内線281.282) 

全国防犯運動の実施 
1． 目 的 

防犯意識の高揚と安全で住みよい生活を守る 

2 期 間 

平成4年10月11日（日）から10月20日（火）まで 

のlO日間 

3．運動の統ー重点 

(1）暴力追放（暴力団の排除） 

(2）少年の非行防止 

(3）オートバイ盗及び自転車盗の防止 

4．主 催 

青森県警察本部 

（社）青森県防犯協会連合会 

五所川原地区暴力追放推進協議会 

五所川原警察署 
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粗大ゴミの収集をします

収集月日 収集区域
qlし込み
締め切り

11月6日 旧市内、湊、 j奏団地 11片2日

11月9日
若葉、松島町(吹畑含む)、

11月511
みどり町、雇用促進住宅!

七和、梅沢、長橋(興隆)、
11月16日

栄、松島
11月12口

11月19日
飯詰、毘沙門、三好、'11川

11月161l
(桃崎)、長富

b出してもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、

ベッ ト、タンス、イス、テープノレ、 ミシン、

ジュータン、机、空ドラム缶、自転車、石油

ス トーブ、スノーダンプ

b出せない物 リヤカ一、農機具、バイク、ホ

ームタンク、古タイヤ

b申し込み 保健環境課(内線269番)

b組大ゴミには名札をつけてください。 (申告

と名札のない物は、収集しません。)

b各家庭からの粗大ゴミは 3個までとします。

収集日の朝 8時まで出してください。

「住みよい環境をつくるJ

市内小・中学生徒の作品展
b期間 10月 16 日 ~18 日まで

bところ 中三デパー ト6階ホーノレ

テイジタル交換機への NTT
切替 え工事のおしらせ五所川原支庖

NTT五所川原支庖では、従来のアナログ交

換機からテ、ィジタノレ交換機への切替工事を行い

ます。切替工事は、電話のご利用の少ない時間

帯に行いますが、切替H寺，概ね5分程度通話に

支障をきたすことがあるため、この時間帯は電

話のご利用をさけていただくよう、ご協力下さ

レ、。

1.切替日時 平成4年11月14日出午前3時00分

2.切替場所 NTT五所川原支庖

(五所川原市字上平井町102)

3.切替市内局番 34局、 35局

4.切替回線数約16，500回線

5.交換機名 D70形ディジタノレ交換機

じ〉問い合わせ NTT五所川原支l苫営業担当

窓 0173-35-1110

「みんなの消費生活展」
が聞かれます

会期と会場

消費者問題についての理解 を 深 めるために、

以、市、消貸者|寸l体などが協力して「みんなの

消費生活展」が聞かれます。

今 年度は「地球はひとつ 消費を凡l在そう」

をテーマに、会場において、 パネノレ展示による

消費者問題の幹発、苦情相談の受付、消費者卜J.I

体の工夫をこらした内容で開催いたします。

みなさんのご来場をお待ちしています。

じ>問い合わせ

総合サービス諜(内線281)

第12回五所川原市

少年の主張発表大会

明日を担う小学生・中学生の少年たちが、家

庭生活 ・学校生活及び地域社会のふれあいの中

で、日ごろ考えていることを発表する大会です。

市民のご来場をお待ちしています。

・日時 平成4年11月6日(金)午後 1時~

・場所働く婦人の家 (3階ホー/レ)

・入場料無料

・問い合わせ 総合サービス謀

(内線281.282)

全国防犯運動の実施
1.目的

防犯意識の高揚と安全で住みよい生活を守る

2.期間

平成4年10月11日(日)から10月20日(火)まで

の10日間

3.運動の統一重点

(1)暴カ追放(暴力団の排除)

(2)少年の非行防止

(3) オートパイ盗及び自転車盗の防止

4 主催

青森県警察本部

(社)青森県防犯協会連合会

五所川原地区暴力追放推進協議会

五所川原警察署
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かん な づき 

月神無月 

、  市役所公35-2111  

愛の献血 

期日 時 	間 場 

10月27

日（火

） 

午前9時30分から
午前11時まで 

長富 
開大久保製作所前 

赤十字奉仕団
長富分団協賛 

正午から 
午後 1時15分まで 

日
ー
  

毘
(
)
 

沙
タ
 
月
イ
 
セ
 

、
ノ
 

前
  

赤＋字奉仕団
毘沙門分団 
協 	賛 午後1時30分から

午後 2時30分まで 毘沙門 Y 字路 

午後 3時から 
午後 4時まで 

田町 対馬内科小
児科医院前 

血葉成分献血 
この献血を体験した方は、「体への負担が軽く

気軽にできる」 と好評です。尚、 この献血1.は30 

分かかりますので予糸勺制になってル、ます。 

献血できる方は、保健環境課までご連絡して

下さし、。 

期 日 日寺 	間 場 	所 

11月 2 日 

（月） 

午前10時から 

午後 3時まで 

市保健センター 

1階集団指導室 

塩分控えめおいしい料理素か の 
うす味料理講習会 （こツ 逼フD 

レ日 手呈 

開催月日 対象地区 開催場所 締め切り 

11月 9 日 

（月） 

みどり町

栄地区 

コミュニテイ

センター栄 

11月 4 日 

（水） 

＞献 立 石垣豆腐、かんたんグラタン 

卵のコロックー 

＞日寺 間 午前 9 】 30-午後 1: 00 

＞料 金 無 料 

>持参する物 ェプロン、筆記用具、 ごはん、 

みそ汁（小ビンなどに入れて）、 健康手帳、 

食事しらべ用紙（地区の保健協力員からもら 

って下さい） 

＞申し込み先 地区の保健協力員へ（参加申し 

込み用紙があります）月川又タトの方でも参加て三 

きます。  

11月の保健センター相談日 
11月 6 日、13日、20日、27日です。（毎週金曜日）。 

＞時間 午前10時から午後 3時まで。 

＞内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相診乏

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまて二

お気軽にご利用下さい。 

尚、11月 6 日、13日は子宮がん検診がある

ので、午前のみの相談とさせていただきます。 

ン問い合わせ 保健環境課（内糸泉268) 

乳幼児の健康診査1 
レ場所 巾保イ建センター 

＞受付日寺間 12 】 30-12 】 45まで 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3歳児には個人通知いたします。同封のアン

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参

下さい。転入者の方、不明な点はご連絡下さ

レ、。 

※注意 ① 6 カ月健康相言炎につごうで来れノなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査

セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいに来て下さい。 (6 カ月、 7 カ

月児に限る。） （②）病気療養中（特に伝染性の病

気）のお子さんはご遠慮下さい。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 
H4年 

7 月生まれ 
11月10日（火） 健康診査 

6 カ月児 
H4年 

4月生まれ 
11月17日（火） 健康相談 

1 歳児 
H3年 

10月生まれ 
11月16日（月） 健康相談 

1歳 
6 カ月児 

H
 

n
J【h。
 

年
月
 
生
 
ま
 
れ
 

 

11月24日（火） 健康診査 

3 歳児 
H元年 

6月生まれ 
11月18日（水） 健康診査 

旨世紀むらづくり 
	ーつ 

パネルディスカッション開催 
＞と き 半成 -1り 11月13日（金） 1後 1時へ 

Dところ 五所川原市中央公民館 大ホール 

ンテーマ「地域農業の担い手と魅力ある農村地域」 

～日本農業の現状と構造政策の展開方向～ 

＞講 師 北海道中央農業試験場企画情報室長 

相馬 暁氏 

日本フードサービス協会会長 新道喜久治氏

五所川原市農業フオーラム代表 笠井 実氏

東奥 日 報社論説委員 菅 勝彦氏

＞入場は無料です。 

＞問い合わせ 農業委員会（内線230) 
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E①月 神無月

市役所 n35-2111

|愛の献血|

期 I1 Il~f 1111 8J IJr 

10 
午前 911寺30l分時から

午前l まで (長術訂大久保製作所liij
赤十字奉仕団
長笛分団協tl'

月
JE午後かHら寺 (毘有)沙門27 午 1 1l~fl5分まで タイセンポl赤昆十沙字門奉分仕団間

11 
午午後後21H時寺3300分分かまでら

火
昆沙 1"1Y 'f:路 協tl'

) 

!I:後 311後~fかHら寺 IIIIIIJ 対馬内科小
午 4 まで 児科''''院liij

|血媛成分献血|
この献血 を体験 した方は、「体 への負担が嵯く

気軽にできる」 と好評です。尚、 この献血 は30

分かかりますので予約制 になってい ます。

献血できる方は、保健環境課までご連絡して

下さい。

H寺 陥]

午前10時から

午後 3時まで

場所

市保健 センタ-

11併集団指導室

塩分控えめおいしい料理ρ。
c>日

じ>献

うす味料理講習会 CY CV{) 
手51

立

開催場所

コミュニアイ

センタ一栄

石垣豆腐、かんたんグラタン

卵のコロッケ

b時間 午前 9 : 30~午後 1 : 00 

b料 金無料

b持参 する物 エプロン、筆記用具、 こ、はん、

みそ汁(小ビンなどに入れてに 健康手帳、

食事しらべ用紙(地 区の保健協力員からもら

って下さい)

じ>申し込み先 地 区の保健協力員へ(参加 申し

~み用紙があります) 地区外の方でも参加で

きます。

9 

|11月の保健センター相談日 1
11月 6目、13円、 20日、 27日です。(毎週金曜日)。

仁〉時間 午前10時から午後 3時まで。

じ>内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄 りまで

お気軽にご利用下さい。

尚、 11月 6 円、 131=1は子'畠・がん検診がある

ので、午前のみの相談とさせていただきます。

仁〉問い合 わせ 保健原境諜(内線268)

|乳幼児の健康診査 l
b場 所市保健センター

P受付時間 12 : 30~12 : 45まで

じ〉持 参 す る も の 母子健康手帳、パスタオノレ。

3歳 児 に は伽l人通知いたします。 |百l封のアン

ケ ー 卜 に 記 入 し て、耐を小 ビンに入れて持参

下さい。 '1話人4干のノゴ、不 明 な点はご連絡下さ

U、。

※注意 ① 6ヵn健康相談につごうで来れなか

った場合は、 神経芽細胞11重(小児がん) の検資

セットを、母子健 康手I院を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいに来て下さい。 (6ヵ月、 7ヵ

月児に隈る。) ② 病 気 療 養 中 ( 特 に 伝 染 性 の 病

気) のお チさ んは ご遠 慮下 さい。

片 メ寸1益、 対象児 期 日 内幸手

3ヵ月児
H4年

11月10日(火) 健康診資7月生まれ

6ヵ月児 I-I4 年刀
4 生まれ

11月17日(火) 健康相談

1歳児
I-I3年 11月16r:J (月) 健康相談10月生まれ

1歳 I-I3年
11月24日(火) 健康診査6ヵ月児 5月生まれ

3歳児
1-1冗年

11月18日(ノK) 健康診査6月生まれ

21世紀むらづくり
パネルテ、イスカッション開催
[>とき平成4年11}j13日(金)午後 l時~

[>ところ 五所川原市中央公民館大ホール

[>テーマ「地域農業の担い手と魅力ある農村地域」

~II本農業の現状と構造政策の展開方向~

[>議 自市 北海道中央農業試験場企画情報室長

H本フー ドサー ビス協会会長

li所川原市農業フォーラム代表

東奥円報社論説委員

[>入場は無料です。

[>問い合わせ 農業委員会 (内線230)

相馬 暁氏

新道喜久治氏

笠井 夫氏

菅 勝彦氏



津軽平野10万,議絃加曹よ五所川原の空を琴4了み吉ーせんかノノ 

rフ7t~力イフェスタIn 五所川原ノ92 
一第一回環日本海熱気球選手権一 

トと き 10月23日（金）--10月25日（日） 

トところ 岩木川河川敷 （北斗グラウンド） 

. 10月23日（劃 練習飛行 

■10月24日（土） 競技飛行（AM 6 】 0O- 9 :30) 
熱気球体験搭乗会（A.M10:00-12:O0) 

ク 	(P.M 1:00- 2:00) 
競技飛行（PM 2: 30- 5 :00) 

■10月25日（日） 競技飛行（AM 6 :00- 9 :30) 
熱気球体験搭乗会（A.M10:00-12:00) 
表彰式（P.M12:00- 1:00) 
熱気球体験搭乗会（P.M 1:00- 3:00) 

（雨天や強風等の気象条件により競技飛行、熱気球

体験搭乗会が中止になる場合もあります。） 

岩木川河川まつりとコスモスまつり 

トと 	き 10月25日（日） 9: 30 -- 16 : 00 
トところ Ii所川原市岩木川河川敷右岸（乾橋上下流） 

イベントプログラム 

. 9:30 オーフPニングセレモニー 

. 10:00 『特捜 ェクシー ドラフ ト」 ショー 

（テレビ人気キャラクターショー） 

.13:00 五所川原なんでもクィズ（来場者全員 

が楽しめ、賞品が盛りだくさん！) 
.14:00 「特捜 ェクシードラフト」 ショー 第2 回目 

●15:30 閉会式 

. 10:00-15:00 熱気球イ本験搭乗会 

ク 
	

水陸両用車体験搭乗会 

ク 
	

釣り大会（イ ワナ・ヤマメ

ニジマス）たくさん魚がいるよ！ 

● ク 
	

フアフアラン ,ド 

イベント内容〈知ろう、ふれよう母なる川の豊かな恵み） 

●フレッシュ市場（流域市町村の特産品を即売） 

●フリーマーケッ ト （リサイクルショップ 古着、 

古本、食器、その他） 

●県産米銘柄当てクイズ 

（青森県米穀小売商業組合五所川原支部提供） 

●月系マ十コーナー 

●岩木川学習コーナー 

● “ごしょほたる” の試食会 

（五所川原市自主流通米推進協議会提供） 

●スポー、Jノコーナー 

ゲートボール大会・グラウンドゴルフ大会 

凧上げ大会・綱引き大会・市民サイクリングの集い 

トお間い合わせ 五所川原市役所建設部土木課 

if 0173-35-2111 （内線224) 
★馴三車台数が限られておりますので、お車での 

ご来場はなるべくご遠慮ください。 

後援 I 建設省青森工事事務所・青森県・五所川原市・五所川原

商工会議所・五所川原市自主流通米推進協議会・五所

川原市観光協会・五所川原市商店街振興組合連合会・

東奥日報社・陸奥新報社・青森放送・青森テレビ・五所

川原青年会議所・東北電力（株）五所川原営業所・NTT 
輔五所川原支店・脚弘南バス五所川原営業所 

へっちょ踊りコンテスト参加者募集 
ンとき 10月24日（土）午後 4時スタート 

ン集合 商工会議所5階ホール（午後 2時） 

＞出場者 1人又は団体（何人でも） 

ン持参するもの ゆかた、足袋、ぞうり、顔を 

書いた白地の肌」着（申しこみ時に支給） 

＞賞金 大賞10万円 特別賞5万円 そのf也 

ン申しこみ 五所川原商工会議所”35-2121 
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哉五所川原の空を飛んでみませんか.ゲ
イフェスタin五所川原， 92 
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惨とき 10月25i=I (n) 9: 30 - 16 : 00 

惨ところ 五所川原市岩木川 河 川 敷右岸 (乾縞上下流)

イベントプログラム

• 9 :30 オープニングセレモニー

.10:00 r特捜エクシードラフト』ショ ー

(テ レ ビ人 気キャ ラ クターショ ー)

.13・00 五所川原なんでもクイズ(来場荷全員

が楽しめ、賞品が係りだくさ ん !) 

.14・00 r特技 エクシー ドラフト』ショー 第2回Il

・15:30 閉会蛍

.10:00-15:00 熱気球体験繕乗会

。 水陸両用車体験搭乗会

釣り大会(イワナ ・ヤマメ

ニジマス)たくさん魚がいるよ!

. // フアフアラン ，ド

イベント内容 〈知ろう、ふれよう母なる川の豊かな恵み〉

・ フレッシュ子行士事~ (流域市町村の特産品を即光)

・フ リー マ ー ケッ ト (リサイクル ショ yプ 古着、

古本、食器、 その他)

・県産米銘柄当てクイズ

(青森県米穀小売商業組合 1'-所川原支部拠供)

.n琴tトコーナー

・岩木川 学習コーナ ー

・ “ご しょ lまたる"の試食会

(五所川原市自主流通米推進協議会提供)

・スポー ツコ ー ナ ー
ゲー トボーノレ大会 ・グラ ウン ドゴ〉レフ大会

)~礼ヒげ大会 ・ 綱号|き大会 . Tli民サイクリ ングの集い

砂お問い合わせ 五所川 原市役所建設音1I土木諜

宮 0173-35-2111 (内線224)

宮崎駐車台数が限られておりますので、お車での

ご来場はなるべく ご遠慮ください。

惨とき 10月 23 日 〈金)~10月 25 日 ( 日 〉

惨ところ 岩木川河川敷(北斗グラウンド〉

圃 10n231J幽練習飛行

.10) J 24[1 ω 競技飛行 (刷 6:00- 9 :30) 

熱気球体験然来会 (AM10:00-]2:00)

。 (PM1 :00- 2 :00) 

売克J支万引子 (PM 2 :30- 5・00)

.10川25r 1 (rI) 完売HJlH?(AM 6 :00- 9 :30) 

熱気球体験機乗会 (AM10:00-12: 00) 

表彰式 (附12:00- 1 :00) 

熱気球体験搭乗会 (PM1 :00- 3 :00) 

(雨ズや強風等の気象条件に より競技飛行、熱気球

体験J将来会が"，止になる場合もあります。)

後援 ・建設省青森工 'J~事務所・青森県・五所川原市・五所川原
商工会議所 .fi_所川原市自主流通米推進協議会・ h所

川原市観光協会・五所川原市商庖街振興組合述合会 -

*奥11報社 ・陸奥新報社 ・27森放送・汗森テレビ ・fi所

川原子r{l'-会議所 ・ *~t電力(凶五所川原蛍 j住所 ・ NTT

州五所川原支庖・(紛弘市バス五所川原営業所

面置遭い~望書3扉WJi軍JII:1翠iJ!fJむl!主
じ〉 とき 10月241l(土 ) 午後 4時 ス ター ト

じ>集合 商工会議所 5階ホー ノレ(午 後 2時)

じ〉出場者 1人又は同体(何人でも)
b持 参する も の ゆかた、足袋、 ぞ う り、創を

書 い た 内地の肌着(申しこみ H寺に支給)
じ>賞金大1a:10万円 特別賞 5万円 そ の他
じ〉 申し こみ 五所川原商工会議所宮 35-2121
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